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編
集
後
記

●
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
を

と
っ
て
い
ま
す
。
若
年
層
の
ク
リ
ス
マ
ス

離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
ブ
ル
期
に
メ
デ
ィ
ア
が
広
め
た
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
カ
ッ
プ
ル
で
過
ご
さ
ね

ば
と
い
う
陳
腐
な
価
値
観
が
薄
ら
ぎ
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ほ
ど
の
イ
ベ
ン
ト
性
が
見
出
せ

な
く
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、

背
景
に
は
収
入
減
少
も
言
わ
れ
、
日
本
に

縁
の
な
い
行
事
が
、
実
態
を
呈
し
た
と
興

じ
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
安
倍
首
相
の
真
珠
湾
訪
問
時
の
演
説
で

す
が
、
幾
つ
か
の
無
用
の
世
辞
は
気
に
な

る
も
の
の
、
私
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
訪

問
を
肯
定
的
に
見
て
い
ま
す
。
米
国
と
の

接
触
を
民
主
主
義
と
の
出
会
い
と
し
た
り
、

後
半
は
米
国
へ
の
宣
誓
の
よ
う
だ
っ
た
米

議
会
演
説
よ
り
は
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

た
だ
、
二
〇
〇
七
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

と
の
共
同
会
見
時
の
よ
う
に
、
覚
え
の
な

い
謝
罪
を
し
た
か
の
よ
う
に
さ
れ
ぬ
よ
う

注
意
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
評
価
が
分
か
れ
る
日
露
会
談
で
す
が
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
日
ソ
共
同
宣
言
で
述

べ
ら
れ
た
二
島
の
返
還
に
関
し
て
、
主
権

を
返
す
意
味
で
は
な
い
と
の
理
解
を
示
し

た
そ
う
で
す
。
だ
と
す
る
と
以
前
よ
り
後

退
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
中
露
分
断

は
当
然
の
策
で
す
が
、
日
清
戦
争
か
ら
満

州
事
変
ま
で
の
日
本
の
軍
事
政
策
が
常
に

対
露
策
で
あ
っ
た
と
い
う
地
政
学
的
経
験

を
忘
れ
る
べ
き
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
露
会
談
に
つ
い
て
、
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
成
果
が
進
ん
で
い
る
の
だ
と
し
て
肯

定
す
る
論
が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
に
見
え

な
い
こ
と
は
評
価
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

似
た
こ
と
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
言
え
て
、
秘
密

交
渉
後
に
公
開
さ
れ
た
関
連
文
書
は
六
〇

〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
そ
う
で
す
が
、
誰

が
読
ん
で
把
握
で
き
る
と
い
う
の
で
し
ょ

う
。
可
決
し
た
議
員
ら
は
読
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。
多
く
の
人
が
読
む
こ
と
を
眼
中
に

置
か
な
い
点
は
、
よ
く
あ
る
細
か
い
字
の

詰
ま
っ
た
契
約
書
と
同
様
で
す
。
国
家
間

の
約
束
が
、
広
く
国
民
が
簡
単
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
米
国
流
の
長
大
な
民

事
契
約
文
書
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
よ
う

で
は
困
り
ま
す
。

（
遠
藤
哲
也
）
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拡
大
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資

マ
レ
ー
シ
ア
の
事
例
か
ら

小
野
沢
純

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
発
足
す
る
や
先
発
加
盟
の
五
カ
国
の
多
く
は
、
こ

れ
ま
で
の
外
資
規
制
政
策
か
ら
緩
和
策
へ
と
積
極
的
な
外
資
導
入
政

策
に
転
換
し
た
。
そ
れ
以
来
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
に
は
外
国

か
ら
の
直
接
投
資
活
動
が
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
資
本
を
は
じ
め
、
Ｅ
Ｕ
や
米
国
資
本
、
さ
ら

に
は
韓
国
・
香
港
・
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
資
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に

お
け
る
直
接
投
資
の
主
役
を
担
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
資
本
自
身
が
主
役
の
立
場
に
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
が
受
け
入
れ
る
海
外

直
接
投
資
の
う
ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
か
ら
の
投
資
、
す
な
わ
ち
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資
（
In
tra

-A
S
E
A
N

In
v
estm

en
t）
に
つ
い
て
概
観

し
た
あ
と
、
対
外
投
資
が
盛
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上

げ
て
、
そ
の
海
外
直
接
投
資
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資
は
拡
大
基
調

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
・
国
連
貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
が

二
〇
一
六
年
九
月
に
発
表
し
た
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
投
資
報
告
書
二
〇
一

六
年 （
１
）』
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
が
受
け
入
れ
た
海
外
直

接
投
資
総
額
は
一
五
年
に
約
一
二
〇
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
投
資
す
る
国
・
地
域
の
構
造
に
変
化
が
生
じ
た
。
一
五
年
に

な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
（
一
九
七
億
ド
ル
）
に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
の
投
資
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
（
二
二
一
億
ド

ル
）
が
首
位
の
座
に
初
め
て
躍
り
出
た
。
一
位
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
二
位

Ｅ
Ｕ
、
三
位
日
本
、
四
位
米
国
、
五
位
韓
国
の
順
と
な
っ
た
（

図
１

参
照
）。
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
受
け
入
れ
た
外
国
直
接
投
資
額
全
体

の
う
ち
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
か
ら
の
域
内
投
資
規
模
は

二
〇
〇
七
年
の
九
六
億
ド
ル
か
ら
一
五
年
に
二
二
一
億

ド
ル
へ
と
倍
増
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資
の
占
め
る

比
率
も
同
期
間
に
一
一
・
三
％
か
ら
一
八
・
五
％
へ
と

上
昇
傾
向
に
あ
る
（
図
２
、
表
１
参
照
）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
投
資
受
け
入
れ
国
だ
け
で
な
く
、
程

度
の
差
は
あ
れ
、
域
内
の
投
資
国
と
し
て
の
側
面
が
浮

上
し
て
き
た
。
と
く
に
マ
レ
ー
シ

ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
す
で
に

対
外
投
資
が
対
内
投
資
を
上
回
っ

て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー

シ
ア
企
業
を
中
心
に
、
そ
れ
に
タ

イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
も
加
わ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
投
資
が
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
開
発
の
テ
ン

ポ
を
速
め
よ
う
と
す
る
域
内
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
は
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業

の
進
出
が
目
立
つ
。
新
た
な
市
場

開
拓
や
資
源
の
確
保
、
コ
ス
ト
軽

減
、
さ
ら
に
は
独
自
の
企
業
優
位

性
を
武
器
に
、
企
業
の
合
併
・
買

収
（
Ｍ
＆
Ａ
）
な
ど
を
通
じ
て
対

外
投
資
に
乗
り
出
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

企
業
が
増
え
て
い
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

国
営
石
油
会
社
プ
ル
タ
ミ
ナ
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
進
出
し
て
い
る
米

拡大するASEAN域内投資77

図1 ASEANの海外直接投資受入額（1,200億ドル）

（出所） ASEAN/UNCTAD,・ASEAN InvestmentRe-

port2016,・September2016.

11位位 AASSEEAANN
1188％％

―主要投資国別構成比（2015年）

22位位 EEUU
1166％％

33位位 日日本本
1155％％

そそのの他他
3366％％

5位 韓国
5％

44位位 米米国国
1100％％

図2 ASEAN域内直接投資額の推移

（出所） 表1に同じ。
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系
原
油
企
業
Ｍ
ｕ
ｒ
ｐ
ｈ
ｙ
Ｏ
ｉ
ｌ
の
株
式
三
〇
％
を
二
〇
一
五

年
に
二
〇
億
ド
ル
で
買
収
し
た （
２
）。
同
じ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
財
閥
サ

リ
ム
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
養
鶏
加
工
大
手
Ｃ
Ａ
Ｂ
チ
ャ
ガ
ラ
ン
社
の

新
規
発
行
株
式
一
〇
％
（
三
一
〇
〇
万
リ
ン
ギ
ッ
ト
）
を
引
き
受
け
て
マ

レ
ー
シ
ア
の
鶏
肉
事
業
に
参
入
し
た （
３
）。
タ
イ
の
サ
イ
ア
ム
・
セ
メ
ン

ト
グ
ル
ー
プ
は
、
一
五
～
一
六
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
三
・
六
億
ド

ル
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
四
億
ド
ル
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
一
・
五
億
ド
ル
）
で

そ
れ
ぞ
れ
セ
メ
ン
ト
工
場
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た （
４
）。
マ
レ
ー
シ

ア
の
自
動
車
組
立
の
タ
ン
チ
ョ
ン
・
モ
ー
タ
ー
ズ
は
、
一
四
年
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
子
会
社
を
設
立
し
た
あ
と
、
一
五
年
に
は
タ
イ
に
新
規

の
子
会
社
を
設
立
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
本
社
機
能
を
持
た
せ
、

さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
に
自
動
車
販
売
と
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
格
安
航
空
エ
ア
・
ア
ジ
ア
は
今

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
や
タ
イ
航
空
、
ガ
ル
ー
ダ
航
空
を
追
い
抜
き
、

ア
ジ
ア
一
の
乗
客
総
数
を
誇
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
～
一
三
年
の
三
年
間
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
実
現
し

た
Ｍ
＆
Ａ
総
額
九
七
六
億
ド
ル
の
う
ち
四
〇
％
に
相
当
す
る
三
八
三

億
ド
ル
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う （
５
）。
資
金
と

経
営
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
ビ
ジ
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
に
と
っ
て
は
、
既
存
企
業
の
株
式
取
得
・

買
収
を
通
じ
た
海
外
投
資
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
進
出
し
た
日
系
企
業
を
含
む
外
資
企
業
に
対
す
る
電
子

部
品
や
自
動
車
部
品
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
と
い
う

�国際
化

�を
経
験
し
た

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
の
中
に
は
、
自
ら
海
外
直
接
投
資
に
発
展
す
る
ケ
ー

ス
が
少
な
か
ら
ず
増
え
て
い
る
。
一
五
年
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
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表1 ASEANの海外直接投資受入額と域内直接投資額の推移

（単位：100万ドル）

年
海外直接投資

受 入 総 額�
域内投資額� 構成比％（B/A）

2007年 84,917 9,634 11.3％

2008年 49,693 10,449 20.9％

2009年 47,927 6,673 13.9％

2010年 108,175 16,307 15.1％

2011年 86,839 15,198 17.5％

2012年 117,099 23,961 20.5％

2013年 124,865 19,562 15.7％

2014年 129,995 22,135 17.0％

2015年 119,974 22,149 18.5％

（出所） 2007～2009年は、ASEAN Secretariat,・ASEAN Integration

Report2015,・November2015.,2010～2015年は、 ASEAN/

UNCTAD,・ASEANInvestment2016,・September2016.



に
約
一
五
〇
〇
社
の
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
が
進
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る （
６
）。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
も
海
外
直
接
投
資
が
盛
ん
な
国

マ
レ
ー
シ
ア
の
海
外
直
接
投
資
の
現
状
に
つ
い
て
、
以
下
や
や
詳
し

く
検
討
し
よ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
海
外
直
接
投
資

投
資
国
と
し
て
浮
上

マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
海
外
直
接
投
資
は
す
で
に
高
度
成
長
期
の
一

九
九
〇
年
代
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
二
〇
〇
五
年
七
月
に
自
国
通
貨
リ
ン
ギ
ッ

ト
が
固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制
へ
移
行
し
た
時
だ
。
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
一
九
九
八
年
九
月

二
日
に
リ
ン
ギ
ッ
ト
に
つ
い
て
固
定
相
場
制
を
導
入
し
た
（
一
ド
ル
＝

三
・
八
リ
ン
ギ
ッ
ト
（
７
））。
こ
の
固
定
相
場
制
が
七
年
間
も
続
き
、
二
〇

〇
五
年
七
月
二
二
日
か
ら
管
理
変
動
相
場
制
に
移
行
す
る
や
、
リ
ン

ギ
ッ
ト
は
切
り
上
が
り
、
そ
れ
が
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
海
外
直
接
投

資
活
動
を
い
っ
そ
う
活
発
化
さ
せ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
海
外
直
接
投
資
額
（
国
際
収
支
上
の
ネ
ッ
ト
額 （８
））
は
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
直
後
で
は
年
平
均
五
七
億
リ
ン
ギ
ッ
ト
で
あ
っ
た

も
の
が
、
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
二
〇
〇
五
年
に
は
一
挙
に
一
二

九
億
リ
ン
ギ
ッ
ト
に
急
増
し
た
。
そ
の
後
は
表
２
が
示
す
よ
う
に
、

〇
八
～
一
五
年
の
年
平
均
ネ
ッ
ト
投
資
額
は
約
四
〇
〇
億
リ
ン
ギ
ッ

ト
台
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る （
９
）。

そ
の
結
果
、
図
３
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
海

外
投
資
額
が
対
内
直
接
投
資
額
を
二
〇
〇
七
年
か
ら
一
貫
し
て
上
回

る
傾
向
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
（
た
だ
し
、
一
五
年
に
対
内
投
資
が
急

増
し
た
）。
こ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
他
の
中
所
得
国
に
は
見
ら
れ
な
い

現
象
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
直
接
投
資
残
高
は
〇
八
年
の
二
三
一
八

拡大するASEAN域内投資79

図3 マレーシアの海外直接投資と対内投資の比較

（出所） 1997～2007年：BNM,AnnualReport各号。

2008～2015年：BNM,MonthlyStatisticalReport,

October2016.
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億
リ
ン
ギ
ッ
ト
か
ら
一
六
年
九
月
末
に
五
三
九
八
億
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
約
一
二
〇
〇
億
ド
ル
）
へ
と
倍
増
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
海
外
投

資
国
と
し
て
の
立
場
が
鮮
明
に
な
っ
た
（
図
３
、
表
２
参
照
）。

で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
企
業
が
海
外
直
接
投
資
に
向
か
う
要
因
は

何
か
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
ゆ
え
に
投
資
機
会
を
他
国
に
求
め
て
海
外

に
向
か
う
、
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
逃
避
型
投
資
誘
因
を
挙
げ

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
そ
れ
を
立
証
で
き
る
根
拠
は
な
い
。
マ
レ
ー

シ
ア
は
国
内
市
場
が
小
さ
く
、
比
較
的
コ
ス
ト
高
ゆ
え
に
海
外
投
資

に
指
向
す
る
背
景
は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
先
進
国
企
業

が
経
験
し
た
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
も
市
場
開
拓
型
の
国
際
化

が
最
も
多
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
の
最
適
コ
ス
ト
・
効
率
性
や
資

源
を
求
め
て
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を
通
じ
た
投
資
戦
略
を
考
え
る
企
業
が
増

え
て
き
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
投
資
が
主
力

マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
海
外
投
資
先
（

表
３
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
向
け
が
全
体
の
三
二
％
で
ト
ッ
プ
、
そ
の
う
ち
隣
国
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
半
分
を
占
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ
イ
が
続
く
。
し
か
し
、
新

興
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
向
け
投
資
も
増
加
し
て
い
る
。
次
に
Ｅ
Ｕ
が
一

七
％
、
東
ア
ジ
ア
向
け
は
ま
だ
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
対
中
投
資
に
向

か
う
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
は
増
え
て
い
る
が
、
投
資
実
績
の
数
字
と
し

て
は
ま
だ
表
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
発
展
途
上
国
向
け
投
資
が
全
体

「海外事情」平成29（2017）年1月号 80

表2 マレーシアの海外直接投資

（国際収支ベース；億リンギット）

年 資金の流入 資金の租流出 ネット投資額 投資残高

2008年 221 720 499 2,318

2009年 173 447 274 2,728

2010年 231 662 432 2,990

2011年 349 816 467 3,382

2012年 401 931 530 3,681

2013年 314 759 445 4,207

2014年 318 834 536 4,734

2015年 363 749 387 5,875

2016年1～9月 341 524 183 5,398

（出所） BNM,MonthlyStatisticalBulletin,October2016.



の
六
割
を
占
め
て
い
る
。

次
に
産
業
別
投
資
分
野
を
見
る
と
（

図
４
）、
六
割
が
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
銀
行
な
ど
金
融
部
門
が
最
も
大

き
な
比
率
を
占
め
る
（
三
三
％
）。
二
位
が
原
油
開
発
を
中
心
と
し
た

鉱
業
、
三
位
は
農
業
と
情
報
通
信
と
が
い
ず
れ
も
八
％
を
占
め
る
。

農
業
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
オ
イ
ル
・
パ
ー
ム
農
園
へ
の
進
出
が
中

心
で
あ
る
。
製
造
業
部
門
へ
の
投
資
は
全
体
の
ま
だ
六
％
（
三
四
四

億
リ
ン
ギ
ッ
ト
）
に
す
ぎ
な
い
。

大
手
銀
行
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出

サ
ー
ビ
ス
産
業
は
海
外
に
向
か
う
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
最
大
の
投

資
分
野
で
あ
る
。
中
で
も
金
融
部
門
の
海
外
投
資
が
最
も
盛
ん
だ
。

メ
イ
バ
ン
ク
や
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
、
大
衆
銀
行
、
Ｒ
Ｈ
Ｂ
な
ど
大
手
銀
行
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
が
目
立
つ
。

ト
ッ
プ
・
バ
ン
ク
で
あ
る
メ
イ
バ
ン
ク
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
地
に
進
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
銀
行
を
外
資
に
開

放
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
四
年
に
メ
イ
バ
ン
ク
が
認
可
さ
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
進
出
し
て
い
る

外
国
企
業
の
み
な
ら
ず
国
内
地

場
企
業
に
も
融
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
が

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
直
接
投
資
に
踏

み
切
れ
る
土
俵
が
で
き
た
と
言

え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
メ
イ
バ

ン
ク
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ

国
す
べ
て
に
支
店
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
だ
け

で
な
く
、
中
国
（
昆
明
支
店
な
ど

三
支
店
）
や
米
国
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
全
部
で
二
〇
カ
国
二
四
〇

拡大するASEAN域内投資81

表3 マレーシア海外直接投資の投資先

（2016年9月投資残高：100万リンギット）

投 資 先 投資残高 構成比％

1．ASEAN 170,143 31.5

（シンガポール） 84,689 15.7

（インドネシア） 53,160 9.8

（タ イ） 15,580 2.9

（ベトナム） 6,942 1.3

（カンボジア） 3,657 0.7

（フィリピン） 1,423 0.3

2．東アジア 25,005 4.6

（香 港） 15,480 2.9

（中 国） 7,190 1.3

（台 湾） 2,721 0.5

3．南アジア 37,241 6.9

4．欧 州 90,289 16.7

（イギリス） 30,047 5.6

（オランダ） 5,525 1

（ドイツ） 2,641 0.5

5．北 米 52,492 9.7

（米 国） 3,912 0.7

7．中南米 71,796 13.3

8．アフリカ 33,831 6.3

9．中 東 2,297 0.4

10．オセアニア 42,047 7.8

総 計 539,822 100

（出所） 表2に同じ。



〇
支
店
に
展
開
し
、
全
従
業
員
四
・
七
万
人
を
擁
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

の
一
大
多
国
籍
企
業
と
な
っ
た （

�）。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
直
後
の
ブ
ミ
プ

ト
ラ
企
業
再
編
を
仕
切
っ
た
ワ
ヒ
ド
氏
は
、
メ
イ
バ
ン
ク
の
最
高
経

営
者
と
し
て
銀
行
の
積
極
的
な
海
外
投
資
戦
略
を
推
進
し
て
い
た

（
同
氏
は
一
四
年
か
ら
二
年
間
、
経
済
企
画
庁
長
官
に
抜

�さ
れ
た
）。

メ
イ
バ
ン
ク
に
次
ぐ
二
番
手
の
銀
行
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ル
ネ

イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
域
に
支
店
を

持
つ （

�）。

一
次
産
業
に
も
進
出

産
油
国
で
も
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
営
石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
五
〇
カ
国
以
上
で
、
石
油

の
掘
削
か
ら
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
精
製
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ま

で
展
開
し
て
い
る
。
同
社
の
収
入
の
四
割
近
く
が
海
外
事
業
に
依
存

し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
直
接
投
資
で
は
、
二
〇
一
一

年
に
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
直
接
投
資
一
九
三
億
ド
ル
が
中
国
を
追
い

越
し
世
界
三
位
に
浮
上
し
た
と
い
う （

�）。
こ
れ
に
は
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
石

油
投
資
が
貢
献
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
小

売
部
門
ペ
ト
ロ
ナ
・
ダ
ガ
ン
ガ
ン
社
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
タ
イ
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
天
然
ガ
ス
を
精
製
・
液
化
す
る

施
設
と
輸
出
基
地
の
建
設
に
三
六
〇
億
カ
ナ
ダ
・
ド
ル
を
投
じ
る
大

型
事
業
が
一
五
年
に
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
市
場
の
変
動
な

ど
で
、
着
工
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い （

�）。

一
方
、
パ
ー
ム
油
の
生
産
・
輸
出
は
天
然
ゴ
ム
と
同
様
に
も
と
も

と
マ
レ
ー
シ
ア
が
世
界
一
を
誇
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
追
い
越
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
マ
レ
ー

シ
ア
で
の
労
働
者
不
足
と
オ
イ
ル
パ
ー
ム
農
園
の
用
地
不
足
で
あ
る
。

そ
こ
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
農
園
企
業
は
、
気
象
条
件
が
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図4 産業別マレーシアの海外直接投資残残高

（出所） 表2に同じ。

農農業業
88％％

（2016年9月末現在：5,398億リンギット）
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銀銀行行・・保保険険

3333％％

建設
2％

情情報報通通信信
88％％



同
じ
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
島
と
カ
リ
マ

ン
タ
ン
島
で
農
園
を
相
次
い
で
開
い
た
。
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ー

ム
油
生
産
を
支
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ム
ダ
ー
ビ
ー
、
Ｋ
Ｌ
ク
ポ
ン
、

フ
ェ
ル
ダ
な
ど
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
来
た
大
手
企
業
八
社
で
あ
る
。

大
手
企
業
と
買
収
戦
略

以
上
の
銀
行
、
石
油
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
農
園
分
野
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
海
外
投
資
の
主
体
は
ほ
と
ん
ど
が
政
府
系
企

業
（
Ｇ
Ｌ
Ｃ
）
を
含
む
大
企
業
で
あ
り
、
投
資
の
方
法
も
一
か
ら
始

め
る
グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
よ
り
も
既
存
の
企
業
の
株
式
を
買
収

す
る
Ｍ
＆
Ａ
方
式
に
依
存
す
る
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
が
マ

レ
ー
シ
ア
の
海
外
直
接
投
資
を
押
し
上
げ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
も

あ
る
。

病
院
経
営
で
成
功
し
て
い
る
Ｉ
Ｈ
Ｈ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
も
そ
の
典
型

で
あ
る
。
一
九
七
四
年
設
立
の
病
院
イ
ン
テ
グ
レ
テ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
を
二
〇
一
〇
年
に
政
府
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
カ
ザ
ナ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
社
が
一
〇
〇
％
買
収
し
て
、
持
ち
株
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｈ
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
・

パ
ン
タ
イ
病
院
を
買
収
し
た
ほ
か
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
な
ど

ア
ジ
ア
・
中
東
の
一
一
カ
国
で
三
九
病
院
（
約
一
万
病
床
、
従
業
員
二
万

五
〇
〇
〇
人
）
を
経
営
す
る
ア
ジ
ア
最
大
の
民
間
病
院
と
な
り （

�）、
マ
レ
ー

シ
ア
の
新
た
な
多
国
籍
企
業
と
し
て
成
長
し
た
。
一
一
年
に
は
こ
れ

に
日
系
企
業
（
三
井
物
産
）
が
二
〇
％
資
本
参
加
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
企

業
の
海
外
投
資
に
日
系
企
業
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
形
に
な
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
多
国
籍
企
業
の
も
う
一
つ
の
例
が
、
携
帯
通
信
事

業
の
ア
シ
ア
タ
社
。
ア
シ
ア
タ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
お
よ
び
ス
リ

ラ
ン
カ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
な

ど
一
一
カ
国
で
既
存
の
大
手
携
帯
通
信
事
業
を
相
次
い
で
買
収
し
て
、

二
〇
一
三
年
に
は
売
上
高
で
シ
ン
グ
テ
ル
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
次
ぐ

東
南
ア
ジ
ア
第
二
位
に
浮
上
し
た
と
い
う （

�）。

マ
レ
ー
シ
ア
証
券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
企
業
の
中
に
は
、
特

別
買
収
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
と
言
わ
れ
る
会
社
が
あ
る
。
こ
れ
は

新
規
株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
で
調
達
す
る
資
金
で
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
買
収
の
対
象
に
な
り
そ
う
な

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
を
常
に
模
索
し
て
い
る
そ
う
だ （

�）。

Ｍ
＆
Ａ
を
海
外
投
資
の
手
段
と
す
る
の
は
大
企
業
だ
け
で
は
な
い
。

中
堅
企
業
も
既
存
企
業
の
買
収
に
積
極
的
だ
。
会
計
事
務
所
ア
ー
ン

ス
ト
＆
ヤ
ン
グ
が
二
〇
一
四
年
に
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
対
象
企
業
一
二
〇
社
の
う
ち
七
五
％

が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
の
買
収
を
前
向
き
に
考
え
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
Ｍ
＆
Ａ
の
対
象
に
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
に
は
国
内
市
場
の

制
約
で
成
長
が
鈍
化
し
た
企
業
が
多
い
た
め
、
買
収
額
は
小
規
模
に

な
る
傾
向
も
あ
る
、
と
同
会
計
事
務
所
は
見
て
い
る （

�）。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
手
始
め
に
企
業
買
収
を
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通
じ
て
直
接
投
資
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
今
後
も
続
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

競
争
力
強
化
を
目
指
し
て
海
外
投
資

製
造
業
分
野
へ
の
海
外
投
資
は
ま
だ
全
体
の
六
％
に
す
ぎ
な
い
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
上
昇
や
労
働
力
不
足
、
国
内
競
合

の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
海
外
投
資
に
踏
み
切
る
製
造
企
業
が
増
え
て

い
る
。
た
と
え
ば
ア
パ
レ
ル
企
業
の
最
大
手
パ
デ
ィ
社
は
、
コ
ス
ト

高
と
輸
入
ア
パ
レ
ル
商
品
と
の
競
合
に
直
面
し
た
結
果
、
国
内
製
造

か
ら
中
国
で
の
製
造
に
転
換
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
製
造
期
間
が
短

縮
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
も
中
国
の
ほ
う
が
最
新
ト
レ
ン
ド
に
近
く
、
競

争
力
維
持
に
貢
献
で
き
た
と
い
う （

�）。

次
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ゴ
ム
手
袋
最
大
手
の
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ

は
、
人
件
費
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
作
業
の
自
動
化
を
進
め
て
き

た
も
の
の
、
政
府
の
政
策
変
更
で
外
国
人
労
働
者
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
た
の
で
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
タ
イ
の
「
ラ
バ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
」

（
最
長
八
年
間
に
わ
た
り
免
税
の
恩
典
措
置
が
あ
る
）
へ
投
資
拡
大
す
る
こ

と
を
決
断
し
、
一
七
年
ま
で
に
新
工
場
が
完
成
す
る （

�）。

国
産
車
の
プ
ロ
ト
ン
お
よ
び
プ
ロ
ド
ウ
ア
に
自
動
車
部
品
を
供
給

す
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業
の
イ
ン
グ
レ
ス
社
（
一
九
九
一
年
設
立
）
は
、

九
五
年
に
タ
イ
に
進
出
、
二
〇
〇
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
一
二
年

に
イ
ン
ド
に
そ
れ
ぞ
れ
投
資
を
始
め
た
。
同
社
の
一
五
年
収
益
は
国

内
と
海
外
三
社
で
半
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
り
、
自
動
車
部
品
製
造

の
技
術
力
が
同
社
の
海
外
投
資
の
武
器
に
な
っ
た
、
と
社
長
は
言
う （

�）。

同
社
は
日
系
企
業
（
岡
山
県
の
片
山
工
業
）
と
長
い
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
が

あ
り
、
一
五
年
に
は
片
山
工
業
と
自
動
車
部
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
設
計
、

開
発
に
関
す
る
合
弁
契
約
を
結
ん
だ
。
日
系
企
業
と
協
力
し
て
海
外

投
資
を
推
進
し
て
い
る
事
例
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
・
ブ
ラ
ン
ド

マ
レ
ー
シ
ア
の
食
品
大
手
ブ
ラ
ヒ
ム
社
は
、
二
〇
一
四
年
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
の
牛
肉
加
工
会
社
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
フ
に
四
九
％
出

資
し
て
ハ
ラ
ー
ル
牛
肉
を
中
国
や
Ｅ
Ｕ
、
米
国
に
輸
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ブ
ラ
ヒ
ム
社
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
開
発
局
か
ら
ハ

ラ
ー
ル
認
証
を
取
得
し
た （

�）。
こ
れ
は
ハ
ラ
ー
ル
食
品
の
輸
出
と
い
う

マ
レ
ー
シ
ア
企
業
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
巧
み
に
活
用
し
た
ブ
ラ

ヒ
ム
社
の
海
外
投
資
戦
略
と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
直
接
投
資
が
拡
大
し
て
い
る
の
と
歩
調
を
合
わ

せ
る
か
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
有
名
な
ロ
ー
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド

の
中
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
だ
け
で
な
く
、
中
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
米
国
な
ど
に
も
進
出
し
て
、
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い

る
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
人
気
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
で
海
外
に
進
出
す
る
時

代
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

�

オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
・
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コ
ー
ヒ
ー

�は
一
九
九
九
年
に
イ
ポ
市
で
二
人
の
実
業
家
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
カ
フ
ェ
・
チ
ェ
ー
ン
店
。
コ
ー
ヒ
ー
と
軽
い
食
べ
物
が

出
る
。
こ
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
だ
け
で
な
く
、
中
国

や
香
港
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
に
も
進
出
し
て
い
る
。

�

シ
ー

ク
レ
ッ
ト
レ
シ
ピ

�は
一
九
九
七
年
創
業
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ケ
ー

キ
を
売
り
物
に
し
た
カ
フ
ェ
・
チ
ェ
ー
ン
。
ケ
ー
キ
の
他
に
、
手
早

く
食
事
も
で
き
る
、
し
か
も
ハ
ラ
ー
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
え
に
人
気

が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
と
中
国
を
含
め
て
、
ア
ジ
ア
で
は
四
四

〇
店
舗
が
あ
る
。

�フ
ィ
ッ
パ
ー

�は
二
〇
〇
八
年
に
設
立
、
ビ
ー

チ
・
サ
ン
ダ
ル
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド

�フィ
ッ
パ
ー

�の

海
外
展
開
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
地
の
ほ
か
、
米
国
に
も
進
出
し
て
い
る
。

表
４
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
に
よ
り
海
外
展
開
し
て
い
る
マ
レ
ー

シ
ア
・
ブ
ラ
ン
ド
の
例
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
の
多
国
籍
企
業
化

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
間
で
は
成
長
す
る

域
内
市
場
に
向
け
て
主
に
企
業
買
収
を
通
じ
て
域
内
投
資
を
展
開
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
製
造
業
企

業
の
多
く
は
、
コ
ス
ト
高
や
人
手
不
足
に
直
面
し
て
も
依
然
と
し
て

外
国
人
労
働
者
に
依
存
し
て
黒
字
経
営
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
従
来

か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
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表4 マレーシア・ブランドの海外進出例

マレーシア・ブランド 事 業 進 出 先

OldTownWhiteCoffee カフェ・チェーン ASEAN全域、中国、香港、オーストラリア、

カナダ

SecretRecipe カフェ、ケーキ ASEAN域内、中国

AyamPenyetApi レストラン ミャンマー

DapurPenyet レストラン インドネシア、シンガポール

GloriaJeans・Coffees コーヒー ブルネイ、インドネシア、ミヤンマー

Hot&Roll レストラン シンガポール、インドネシア

Beryl チョコレート シンガポール、フィリピン

Rotiboy パン屋 シンガポール、インドネシア、タイ

BigAppleDonuts&Coffee ドーナツ カンボジアで4号店

ClearPro クリーニング シンガポール、タイ

OpticalEngland コンタクトレンズ シンガポール、カンボジア、ベトナム、中国

Fipper スリッパ ASEAN域内、米国

JobStreet 就職情報 ASEAN全域

（出所） ASEANSecretariat,UNCTAD,・ASEANInvestmentReport2016,・September2016.

から作成。



し
か
し
、
機
械
化
や
高
付
加
価
値
製
品
へ
の
転
換
は
避
け
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
前
述
し
た
ゴ
ム
手
袋
大
手
や
ア
パ
レ
ル
企
業
の
よ
う
に
、

標
準
化
さ
れ
た
技
術
分
野
で
は
周
辺
諸
国
へ
の
海
外
投
資
を
選
択
す

る
中
堅
企
業
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
で
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

包
括
的
投
資
協
定
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
が
導
入
さ
れ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内

の
投
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
、
手
続
き
の
簡
素
化
・
透
明
性

の
強
化
に
向
か
う
こ
と
が
改
め
て
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
一
五
年
末
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
が
設
立
し
た
。
そ
れ
ら
が
企

業
投
資
家
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
確
信

し
に
く
い
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資
を
促
進
さ

せ
う
る
新
た
な
環
境
が
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
投
資
の
今
後
を
考
え
る
時
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
は
二
つ
だ
け
指
摘
し
た
い
。

第
一
に
、
あ
る
発
展
途
上
国
で
定
着
し
た
技
術
を
別
の
途
上
国
の

条
件
に
改
良
し
て
移
転
し
う
る
能
力
が
海
外
投
資
す
る
発
展
途
上
国

の
比
較
優
位
と
な
る
、
と
い
う
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
ア
ジ
ア
Ｎ

Ｉ
Ｃ
ｓ
の
海
外
投
資
論
が
盛
ん
な
時
の
ウ
ェ
ル
ズ
の
考
え （

�）が
今
の
マ

レ
ー
シ
ア
企
業
に
も
適
用
で
き
る
こ
と
だ
。
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
が
先

進
国
か
ら
の
多
国
籍
企
業
や
地
場
企
業
と
競
争
し
な
が
ら
海
外
で
投

資
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
受
入
国
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の

条
件
に
合
致
し
た
製
品
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
、
技
術
も
た
と
え
ば
グ
ロ
ー

バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
進
出

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
見
た
自
動
車
部
品
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企

業
イ
ン
グ
レ
ス
社
が
良
い
例
だ
。
自
動
車
産
業
が
進
ん
で
い
る
タ
イ

で
こ
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業
が
金
型
を
製
造
・
供
給
し
て
い
る
。
電
子

部
品
や
自
動
車
部
品
の
分
野
で
は
と
く
に
日
系
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
技
術
水
準
を
強
化
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
場
企

業
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
域
に
進
出
し
て
い
る
マ

レ
ー
シ
ア
・
ブ
ラ
ン
ド
の
例
も
し
っ
か
り
と
し
た
比
較
優
位
を
維
持

で
き
る
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
固
有
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

保
有
す
る
企
業
は
海
外
投
資
に
も
適
し
て
い
る
よ
う
だ （

�）。
こ
う
し
た

企
業
が
国
境
を
越
え
て
お
互
い
に
相
互
投
資
す
る
度
合
い
が
今
後
ま

す
ま
す
深
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
に
、
海
外
投
資
の
担
い
手
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ビ
ッ
グ
・

ビ
ジ
ネ
ス
が
次
第
に
台
頭
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
域
内
に
展
開
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
企
業
の
中
に
は
、
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
銀
行
や
運
輸
通
信
、
石
油
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
農
園

な
ど
の
分
野
で

政
府
系
企
業
（

Ｇ
Ｌ
Ｃ
）
を
中

心
と
し
た
大
型
投
資

が
目
立
っ
て
い
る
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
や
メ
イ
バ
ン
ク
、
ア
シ
ア
タ
、
Ｉ

Ｈ
Ｈ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
エ
ア
・
ア
ジ
ア
な
ど
、
マ
レ
ー
シ
ア
が

誇
る
多

国
籍
企
業
が
相
次
い
で
出
現
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
海
外
投
資
を

本
格
化

す
る
時
代
は
そ
う
遠
く
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
生
ま
れ
の
多
国
籍
企
業
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の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。（
お
の
ざ
わ
じ
ゅ
ん
・
国
際
貿
易
研
究
所
客
員
研
究
員
）

●
注

（

1）A
S
E
A
N
S
ecreta

ria
t
&
U
N
C
T
A
D
,
・A
S
E
A
N
In
vestm

en
t
R
ep
ort

2016・,
S
ep
tem
b
er

2016.

（

2）Ib
id
.,
p
.32.

（

3）「
日
経
オ
ン
ラ
イ
ン
」
二
〇
一
六
年
一
月
一
九
日
。

（

4）Ib
id
.

（

5）A
S
E
A
N
S
ecreta

ria
t,
・A
S
E
A
N
In
teg
ra
tion

R
ep
ort

2015,・
p
.46,
N
o
-

v
em
b
er

2015.

（

6）T
h
e
S
ta
r,
M
a
rch

17,
2016.

（

7）ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
際
し
て
リ
ン
ギ
ッ
ト
投
機
を
防
衛
す
る
目
的
で
、
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
は
一
九
九
八
年
九
月
二
日
に
自
国
通
貨
の
対
米
ド
ル
平
価
に
つ
い
て
固
定
相

場
制
を
導
入
し
て
（
一
ド
ル
＝
三
・
八
リ
ン
ギ
ッ
ト
）、
世
界
を
驚
か
せ
た
。

（

8）マ
レ
ー
シ
ア
の
海
外
直
接
投
資
デ
ー
タ
は
、
政
府
へ
の
投
資
認
可
や
届
出
が
な

い
の
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
中
銀
（
B
a
n
k
N
eg
a
ra
M
a
la
y
sia
）
が
発
表
す
る
M
on
th
ly

S
ta
tistica

l
B
u
lletin

の
国
際
収
支
統
計
に
依
存
す
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
中
銀
の
国
際

収
支
統
計
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
新
方
式
（
Ｂ
Ｐ
Ｍ
６
）
を
適
用
し
て
、
海

外
直
接
投
資
の
こ
と
を
・D
irect

In
v
estm

en
t
A
b
ro
a
d
,・
・O
u
tw
a
rd
D
irect

In
-

v
estm

en
t・
と
呼
ん
で
い
る
。

（

9）本
項
の
デ
ー
タ
は
、
小
野
沢
純
「
拡
大
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
海
外
直
接

投
資
」、『
国
際
貿
易
と
投
資
』
二
〇
一
五
年
春
号
で
示
し
た
数
字
を
更
新
し
た
も
の
。

原
典
は
、
B
a
n
k
N
eg
a
ra
M
a
la
y
sia
,
M
on
th
ly
S
ta
tisca

l
B
u
lletin

,
O
cto
b
er

2016。

（

10）B
erita

H
a
ria
n
,
O
cto
b
er

2,
2014.

（

11）「
M
a
la
y
sia
時
事
速
報
」
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
。

（

12）「
ア
フ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
一
三
年
三
月
二
九
日
。

（

13）N
N
A
A
S
IA
,
二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
。

（

14）日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
「
ア
ジ
ア
の
病
院
を
訪
ね
て
き
ま
し

た
～
現
地
取
材
レ
ポ
ー
ト
よ
り
～
」
二
〇
一
五
年
六
月
一
〇
日
。

（

15）「
M
a
la
y
sia
時
事
速
報
」
二
〇
一
六
年
三
月
一
六
日
。

（

16）「
M
a
la
y
sia
時
事
速
報
」
二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
。

（

17）「
M
a
la
y
sia
時
事
速
報
」
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
一
日
。

（

18）「
M
a
la
y
sia
時
事
速
報
」
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
六
日
。

（

19）「
日
本
経
済
新
聞
」
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
三
日
。

（

20）U
tu
sa
n
M
a
la
ysia
,
29/

3/
2015.

（

21）N
N
A
A
S
IA
,
二
〇
一
四
年
一
二
月
四
日
。

（

22）W
ells,

L
.
T
.
Jr.,

1977,
・T
h
e
In
tern
a
tio
n
a
liza
tio
n
o
f
F
irm
s
fro
m

D
ev
elo
p
in
g
C
o
u
n
tries,・

in
M
u
ltin
a
tion
a
ls
from

S
m
a
ll
C
ou
n
tries,

ed
.
T
.

A
g
m
o
n
a
n
d
C
.
P
.
K
in
d
leb
erg
er,
M
IT
p
ress,

p
.164.

（

23）ダ
ニ
ン
グ
は
、
「
企
業
特
殊
的
優
位
」
（
O
w
n
ersh

ip
-S
p
ecific

A
d
v
a
n
-

ta
g
es）
と
呼
ん
で
い
る

�D
u
n
n
in
g
,J.H

.1981,・E
x
p
la
in
in
g
O
u
tw
a
rd
D
irect

In
v
etm
en
t
o
f
D
ev
elo
p
in
g
C
o
u
n
tries:In

S
u
p
p
o
rt
o
f
th
e
E
clectic

T
h
eo
ry

o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
P
ro
d
u
ctio
n
,・
in
M
u
ltin
a
tion
a
ls
from

D
evelop

in
g
C
ou
n
-

tries,
ed
K
.
K
u
m
a
r
a
n
d
M
.
G
.
M
cL
eo
d
,
D
.
C
.
H
ea
th
a
n
d
C
o
.
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平成29年1月5日発行 毎月1回5日発行 第65巻1号

特集＝設立50周年を迎えるASEAN

●

ASEAN半世紀の総括的回顧 黒柳米司

●

ASEANの50年と経済統合 清水一史

●

日本の対ASEAN貿易の50年 茂木 創

●

ロシアの東方シフトとASEAN 吉岡明子

●

ASEAN社会文化共同体への道 鈴藤麻里菜

●

拡大するASEAN域内投資 小野沢 純

●

ASEANの域外関係の50年 吉野文雄

●

「アクセス」の学としての地政学の可能性 遠藤哲也

●

在日米軍再編と沖縄（下） 川上高司

＊ ＊
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